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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は山陰弥生人の頭蓋骨と歯冠を計測して、北部九州弥生人、山口弥生人、岡山縄

文人、および九州縄文人と統計学的に比較検討し、さらに山陰弥生人が渡来系弥生人、土

着系弥生人いずれの特徴を持つ集団か検討したものである。頭蓋および歯冠計測値より算

出した北部九州弥生人と山口弥生人を判別する判別関数を算出した。これらの判別関数を

山陰弥生人の頭蓋と歯冠の計測値に適用すると、山陰弥生人は北部九州弥生人よりも山口

弥生人に類似している集団であることが示された。さらに、歯冠計測値を用いた渡来系か

土着系の判別では、鳥取弥生人は渡来系弥生人の集団、島根弥生人は土着系弥生人の特徴

を持つ人が一部含まれる集団であることが示唆された。本研究は山陰弥生人に対する新知

見に富み、その成果は人類学的研究に貢献するとともに、明らかに学術の水準を高めたも

のと認められる。 


